真如随縁の根底にあるもの by 田淵, 正宗
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随
縁
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底
に
あ
る
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淵
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宗
5/真 如随縁の根底にあるもの
起
信
論
に
於
て
、
心
生
滅
即
ち
現
象
界
の
本
源
は
何
で
あ
る
か
と
言
う
に
、
・そ
れ
は
阿
梨
耶
識
で
あ
る
と
提
示
す
る
。
先
ず
生
滅
の
現
象
界
は
何
に
依
つ
て
起
る
か
と
言
う
に
、
如
来
蔵
に
依
る
が
故
に
生
滅
の
心
あ
り
と
す
る
。
そ
こ
で
此
め
如
来
蔵
が
出
て
く
る
ま
で
の
経
緯
を
確
め
て
み
る
と
、
一
、
真
如
は
一
法
界
大
総
相
法
門
の
体
で
あ
り
、
従
つ
て
一
切
法
に
真
如
は
内
在
す
る
と
言
う
の
は
本
論
の
根
本
的
立
脚
地
で
あ
る
。二
、
然
も
真
如
そ
の
も
の
は
自
性
情
浄
に
し
て
不
生
不
滅
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
本
論
の
真
如
に
対
す
る
基
本
的
命
題
で
あ
る
〇三
、
で
は
如
何
に
し
て
生
滅
現
象
界
は
生
じ
た
か
。
こ
れ
生
滅
門
の
必
ず
説
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
命
題
で
あ
る
。
以
上
三
つ
の
命
題
を
総
合
し
て
真
如
を
真
如
そ
の
ま
ま
で
な
く
、
対
象
生
的
真
如
と
し
て
の
如
来
蔵
を
提
出
し
た
も
の
と
思
う
。
如
来
蔵
な
b
に
は
現
象
界
の
説
.明
が
出
来
な
く
な
る
。
換
言
す
れ
ば
真
如
門
と
生
滅
門
を
一
体
の
両
面
と
し
て
こ
れ
を
つ
な
ぐ
主
体
は
如
来
蔵
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
故
に
如
来
蔵
は
生
滅
界
に
内
在
す
る
具
体
的
の
真
如
と
し
て
、
真
如
と
生
滅
を
関
係
づ
け
る
も
の
と
し
て
要
求
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
此
の
如
来
蔵
に
依
つ
て
初
め
て
流
転
還
滅
の
生
滅
が
可
能
と
な
る
。
次
に
そ
の
本
源
と
し
て
本
論
で
は
阿
梨
耶
識
を
提
示
し
て
い
る
。
今
有
る
と
こ
ろ
の
生
滅
現
象
は
無
明
に
よ
る
。
無
始
以
来
真
如
に
附
き
ま
と
つ
て
い
る
無
明
が
、
真
如
凌
真
如
と
理
解
せ
ず
法
界
一
相
の
理
に
達
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
の
無
明
は
私
共
に
取
つ
て
如
何
な
る
位
儷
を
取
る
も
の
か
と
言
う
と
、
そ
れ
は
陶
梨
耶
識
の
Σ
中
に
あ
る
。
実
を
言
え
ば
無
明
は
阿
梨
耶
識
の
作
用
で
あ
り
、
無
明
あ
鴻
が
故
に̀
阿
梨
耶
識
の
名
を
得
る
の
で
あ
る
。
故
に
無
明
に
52
依
つ
て
吾
等
は
純
粋
真
如
的
存
在
で
な
く
、
阿
梨
耶
識
的
存
在
と
な
つ
て
い
る
。
で
は
、
生
滅
心
の
根
本
的
な
姿
と
し
て
の
阿
梨
耶
識
を
定
立
し
そ
の
生
滅
的
の
素
質
は
無
明
に
あ
り
と
す
る
な
ら
ば
何
故
に
無
明
に
依
つ
て
生
滅
の
心
有
り
と
言
わ
な
い
の
か
?
又
そ
の
反
対
に
如
米
蔵
が
在
綬
の
真
如
な
ら
ば
何
故
に
真
如
に
依
り
て
、
生
滅
の
心
有
り
と
し
な
い
の
か
?
こ
れ
は
極
め
て
重
要
な
問
題
だ
と
患
.つ
頑
此
の
句
の
解
釈
の
如
何
に
よ
つ
て
、
生
滅
醐
全
体
に
対
す
る
甚
だ
し
き
誤
解
が
生
じ
、
且
つ
本
論
の
主
張
を
瞹
昧
に
す
る
。
故
に
こ
こ
に
義
記
の
解
釈
を
指
南
と
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。
謂
真
如
有
二
義
。
一
不
変
義
。
二
随
縁
義
。
無
明
亦
二
義
。
一
無
体
即
空
義
。
二
有
用
成
事
義
。
此
真
妄
中
。
各
由
初
義
故
成
上
真
如
門
也
。
各
由
後
義
故
成
此
生
滅
門
也
。
此
随
縁
真
如
及
成
事
無
明
亦
各
有
二
義
。
一
違
自
順
他
義
。
二
違
他
順
自
。
無
明
中
初
違
自
順
他
亦
有
二
義
。
一
能
反
対
詮
示
性
功
徳
。
二
能
知
名
義
成
浄
用
コ
違
他
順
自
亦
有
工
義
9
一
覆
真
理
β
二
成
妄
心
。
真
如
中
違
他
順
自
亦
有
二
義
。
一
翻
対
妄
染
顕
自
徳
。
二
内
薫
無
明
起
浄
用
。
違
自
順
他
亦
有
二
義
。
一
隠
自
真
体
義
。
二
顕
現
妄
法
義
。
此
上
真
妄
各
四
義
中
由
無
明
中
反
対
詮
示
義
。
及
真
如
中
翻
妄
顕
徳
義
。
従
此
二
義
得
有
本
覚
。
又
由
無
明
中
能
知
名
義
。
及
真
如
中
内
薫
義
。
従
此
二
義
得
有
始
覚
。
又
由
無
明
中
覆
真
義
。
真
如
中
隠
体
義
。
従
此
二
義
得
有
根
本
不
覚
又
由
無
明
中
成
妄
義
。
及
真
如
中
現
妄
義
。
従
此
二
義
得
有
枝
末
不
覚
。
此
生
滅
門
中
。
真
妄
略
開
四
義
。
広
即
有
八
門
。
若
約
両
両
相
対
和
合
成
縁
起
。
即
有
四
門
。
謂
二
覚
二
不
覚
。
若
約
本
末
不
相
離
。
唯
有
二
門
。
謂
覚
与
不
覚
。
若
鎔
融
総
摂
。
唯
有
騨
門
。
謂
一
心
生
滅
門
也
。
又
若
約
諸
識
分
相
門
。
本
覚
本
不
覚
在
本
識
中
。
餘
二
在
生
起
識
中
。
若
約
本
末
不
二
門
。
並
在
一
本
識
中
。
故
言
此
識
有
二
義
也
。
(大
正
蔵
四
四
・
二
五
.五
C
二
五
六
A
)
こ
の
文
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
阿
梨
耶
識
の
如
何
な
る
も
の
か
を
極
め
て
巧
妙
に
分
析
し
て
組
識
的
に
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
つ
て
、
賢
覚
大
師
が
玄
奘
三
蔵
の
唯
識
宗
に
対
抗
し
て
輿
如
随
縁
の
義
を
主
張
し
て
華
厳
の
教
学
に
導
か
ん
と
し
た
苦
心
努
力
の
結
晶
が
、
此
の
一
段
の
説
明
と
な
つ
た
と
見
る
べ
き
だ
が
、
そ
れ
は
兎
に
角
と
し
て
、
此
の
文
に
あ
る
真
如
と
言
う
語
は
真
如
門
に
於
け
る
真
如
で
は
な
く
て
、
無
明
を
予
想
し
た
相
対
的
な
真
如
で
あ
る
ひ
故
に
此
の
真
如
と
言
い
無
明
と
い
う
の
は
、
実
は
吾
等
凡
夫
の
識
s3真 如随縁の根底にあるもの
た
る
真
妄
和
合
の
阿
梨
耶
識
の
み
で
あ
る
。
故
に
こ
の
識
は
上
に
向
つ
て
は
還
滅
の
道
を
辿
り
、
下
に
向
つ
て
は
流
転
の
道
を
行
く
可
能
的
存
在
で
あ
る
。
此
の
具
体
的
の
阿
梨
耶
識
を
分
解
し
て
流
転
還
滅
の
過
程
を
明
か
に
せ
ん
が
為
に
、
真
如
と
無
明
と
は
分
解
し
抽
象
し
て
、
説
明
の
根
本
原
理
と
な
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
文
中
、
真
如
と
無
明
の
各
々
に
違
自
順
他
の
義
が
あ
る
と
言
う
こ
と
は
、
何
か
矛
盾
を
覚
え
る
が
。
こ
れ
は
即
ち
真
如
は
他
(無
明
)
に
違
い
て
、
自
(
真
如
)
順
い
、
無
明
は
他
(
真
如
)
に
違
い
て
自
(無
明
)
に
順
ケ
こ
と
は
各
々
の
本
来
の
性
質
に
従
つ
て
仂
く
の
で
あ
る
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
真
如
は
反
つ
て
無
明
に
従
い
、
無
明
は
反
つ
て
真
如
に
従
う
こ
と
は
、
各
々
の
自
性
に
背
い
た
反
対
の
作
用
を
起
す
の
は
如
何
な
る
理
由
か
と
。
こ
れ
即
ち
無
明
と
真
如
と
が
本
来
阿
梨
耶
識
か
ら
抽
象
さ
れ
て
二
つ
に
分
解
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
本
来
真
如
と
無
明
と
が
各
々
対
立
し
た
独
立
の
原
理
と
す
れ
ば
、
各
々
の
自
性
の
み
守
る
べ
き
で
あ
る
が
、
元
来
が
阿
梨
耶
識
の
自
性
に
具
有
せ
る
二
つ
の
属
性
で
あ
つ
て
具
体
的
に
は
渾
然
一
体
で
あ
る
。
故
に
真
妄
何
れ
が
仂
く
も
阿
梨
耶
識
と
し
て
全
体
が
動
く
の
で
あ
る
。
義
記
に
屡
々
「
挙
体
随
動
」
と
い
う
の
は
此
の
意
味
で
あ
る
。
従
つ
て
真
妄
何
れ
が
動
い
て
も
相
互
に
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
、
だ
か
ら
具
体
的
な
る
一
心
識
つ
作
用
と
し
て
は
真
如
無
明
の
二
の
性
能
は
自
性
に
順
ず
る
と
同
時
に
、
他
性
に
動
か
さ
れ
て
自
性
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
具
体
的
の
本
識
の
性
能
を
抽
象
し
て
原
理
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
各
自
性
に
反
す
る
性
能
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
ら
れ
る
。
若
し
そ
う
で
な
い
と
、
此
の
原
理
に
依
つ
て
妄
界
へ
の
流
転
も
又
真
如
へ
の
還
滅
を
も
説
明
し
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
蝦
燭
の
光
を
覆
え
ば
室
内
は
暗
黒
に
な
る
、
其
の
暗
黒
に
な
つ
た
の
は
、
光
を
覆
う
物
体
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
然
し
此
の
場
合
蝋
燭
の
光
に
も
、
物
で
覆
わ
れ
ば
暗
く
な
る
、
即
ち
自
ら
の
体
を
隠
す
と
言
う
性
質
と
、
暗
を
現
ず
る
と
言
う
作
用
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
o
真
如
に
於
け
る
隠
体
、
現
妄
の
二
義
も
亦
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
無
明
に
於
け
る
違
自
順
他
も
同
様
で
あ
る
。
要
す
る
に
真
如
と
言
い
無
明
と
言
う
の
は
、
生
滅
門
に
於
て
は
、
阿
梨
耶
識
か
ら
抽
象
せ
ら
れ
た
概
念
で
あ
つ
て
勘
こ
れ
を
説
明
原
su
理
と
し
て
阿
梨
耶
識
を
中
心
と
せ
る
各
種
の
関
係
と
連
絡
と
を
明
了
に
し
た
の
が
此
の
義
記
の
解
釈
で
あ
る
。
さ
て
、
最
初
の
問
題
に
還
つ
て
、
何
故
に
「
無
明
に
依
る
が
故
に
生
滅
の
心
あ
り
」
と
言
わ
な
か
つ
た
か
と
考
え
る
と
、
文
中
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
真
妄
同
時
に
で
は
あ
る
が
、
本
論
で
は
本
覚
は
所
依
の
体
に
し
て
無
明
は
能
依
の
相
で
あ
る
。
而
る
に
体
相
の
関
係
は
相
に
依
つ
て
体
が
あ
る
の
で
な
く
て
、
体
に
よ
つ
て
相
が
あ
る
の
で
あ
り
、
体
な
け
れ
ば
相
は
な
い
か
ら
無
明
に
は
別
に
体
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
つ
て
恒
久
不
変
の
実
体
的
存
在
で
な
い
無
明
を
主
体
と
し
中
心
と
し
て
、
現
象
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
、
何
故
な
ら
ば
現
象
は
必
ず
そ
の
一
面
に
於
て
、
実
在
的
恒
久
性
を
持
つ
存
在
で
あ
る
か
ら
、
無
明
は
そ
の
存
在
の
本
質
的
な
根
拠
と
は
な
り
得
な
い
。
次
に
何
故
に
「
真
如
に
依
る
が
故
に
......」
.
と
言
わ
な
か
つ
た
か
と
言
う
と
、
真
如
か
ら
生
滅
心
が
生
じ
た
と
言
う
こ
と
は
、
現
実
の
衆
生
に
は
、
直
接
に
は
説
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
我
々
凡
夫
が
法
性
真
如
の
都
よ
り
迷
い
出
た
と
言
う
如
き
こ
と
は
轟
種
の
要
請
と
し
て
の
み
許
さ
れ
る
文
学
的
表
現
に
す
ぎ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
何
よ
り
「
不
生
不
滅
」
と
言
う
根
本
規
定
に
矛
盾
す
る
。
義
記
に
は
真
如
に
不
変
、
随
縁
の
二
義
が
あ
る
と
し
真
如
-一
元
に
依
る
流
出
的
縁
起
哲
学
と
本
論
を
解
す
る
立
場
も
あ
る
が
、
不
7
変
と
随
縁
と
は
何
と
し
て
も
矛
盾
せ
る
概
念
で
あ
つ
て
、
少
く
と
も
同
一
列
に
同
じ
資
格
を
も
つ
て
真
如
を
規
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
同
一
真
如
が
不
変
に
し
て
変
ず
と
言
う
よ
う
な
全
然
矛
盾
せ
る
規
定
を
有
す
る
こ
と
は
特
に
注
意
す
ぺ
き
点
だ
と
思
う
。
随
縁
と
は
、
縁
は
無
明
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
真
如
は
・無
明
を
予
想
し
て
い
る
。・
換
言
す
れ
ば
、
随
縁
と
は
真
如
は
真
如
の
み
で
独
存
し
て
い
る
の
で
な
く
て
、
無
明
を
予
想
し
て
同
時
に
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
変
の
真
如
が
随
縁
し
て
無
明
と
同
時
同
処
に
存
在
す
る
と
言
う
こ
と
は
、
之
を
具
体
的
に
言
え
ば
、
如
来
蔵
で
あ
る
。
義
記
に
「
不
生
不
滅
の
心
、
挙
体
動
ず
る
が
故
に
心
は
生
滅
の
相
を
離
れ
ず
」
(
大
正
蔵
・
四
四
・
二
五
四
・
C
)
と
は
こ
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
又
無
明
の
二
義
と
し
て
、
無
体
即
空
と
有
用
成
事
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
無
体
の
も
の
で
作
用
が
あ
り
、
空
の
も
の
で
事
を
成
ず
と
い
う
こ
と
も
全
く
矛
盾
し
た
規
定
で
あ
つ
て
、
実
体
と
し
て
の
真
如
を
予
想
し
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
。
而
か
も
そ
れ
は
抽
象
ss真 如随縁の齦医にあるもの
さ
れ
た
理
体
と
し
て
の
不
変
の
真
如
で
な
く
て
、
随
縁
し
た
具
体
的
の
真
如
を
無
明
と
同
時
同
処
に
予
定
し
な
け
れ
ば
、
無
明
の
二
義
は
成
立
し
な
い
。
之
を
具
体
的
に
言
え
ば
、
生
滅
心
の
基
点
に
立
つ
阿
梨
耶
識
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
つ
て
本
論
の
根
底
に
流
れ
る
も
の
は
、
真
如
一
元
の
縁
起
で
は
な
く
、
無
明
を
予
定
せ
る
不
変
の
真
如
、
即
ち
如
来
蔵
縁
起
の
思
想
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
義
記
に
「
唯
真
不
生
単
妄
不
滅
」
(大
正
蔵
・
四
四
・
二
五
五
.
A
)
と
言
う
の
は
、
此
の
点
を
簡
明
に
指
適
せ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
本
論
は
決
つ
し
て
不
変
の
一
理
体
が
随
縁
し
て
諸
法
を
生
ず
、
即
ち
変
化
し
な
い
真
如
が
変
化
し
て
如
来
蔵
と
な
り
、
生
滅
心
と
な
り
万
有
と
な
つ
た
。
と
言
う
よ
う
な
無
明
の
処
置
に
窮
す
る
よ
う
な
説
で
は
な
い
。
唯
識
宗
で
は
、
「
真
如
は
凝
然
と
し
て
諸
法
を
作
ら
ず
」
と
言
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
阿
頼
耶
識
の
実
性
と
し
て
別
個
に
真
如
を
立
て
、
真
如
を
識
と
独
立
に
見
る
立
場
か
ら
は
当
然
の
主
張
で
あ
る
。
本
論
で
は
如
来
蔵
と
し
て
の
真
如
で
あ
る
か
ら
、
不
変
、
随
縁
の
二
義
あ
り
と
な
す
の
も
亦
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
真
如
に
異
り
は
な
い
。
尤
も
本
論
が
具
体
的
な
る
衆
生
心
を
分
解
し
て
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
如
来
蔵
か
ら
抽
象
さ
れ
た
真
如
と
、
阿
梨
耶
識
か
ら
抽
象
さ
れ
た
無
明
と
を
説
明
原
理
と
し
て
此
の
二
元
交
渉
関
係
を
以
つ
て
理
論
の
条
理
を
明
か
に
し
た
点
は
、
多
分
に
真
如
縁
起
思
想
と
解
釈
せ
ら
れ
や
す
い
よ
う
に
梼
成
さ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
そ
こ
で
は
後
半
の
理
論
展
開
に
至
つ
て
破
綻
を
き
た
し
、
多
く
の
矛
盾
を
犯
す
こ
と
に
な
つ
て
し
ま
う
。
従
つ
て
真
如
随
縁
の
根
底
に
あ
る
思
想
的
背
景
は
本
論
の
場
合
如
来
蔵
縁
起
で
あ
る
と
考
え
る
。
